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環境省の施策環境省の施策

内閣府内閣府 気候変動シンポジウム気候変動シンポジウム 第１回第１回 07.8.20 07.8.20 
気候変動緩和策と適応策の最適化を考える気候変動緩和策と適応策の最適化を考える

環境省地球環境局総務課研究調査室環境省地球環境局総務課研究調査室 世一良幸世一良幸

気候変動問題の構造気候変動問題の構造

温室効果ガス

排出量>>吸収量
大気中温室効果ガスの増加

気候変動 ( 気温、降水量、海面水位、極端な気象現象 ・・・ )

影響
(熱波、洪水、渇水、

浸水、台風の被害、
農林水産業への被害、

感染症拡大、
自然生態系への影響・・・)

脆弱性
• 自然的条件

• 社会的条件

• 経済的条件

適応

排出削減
吸収増加

海洋における熱の蓄積

IPCCIPCC第第44次評価報告書次評価報告書

•最も厳しい緩和努力であっても、今後数十年間は、
気候変化の影響を回避することができないため、適応
は短期的な影響への対処において不可欠となる。

•気候変化が緩和されない場合は、長期的には、自然
システム、人為システム及び人間システムの適応能力
の限界を超えるであろう。

例１）２００１年３月

地球温暖化の日本への
影響２００１

○ＩＰＣＣ第三次評価報告書（２００１）の公
表後、日本の気候変化予測、日本の各分
野への影響について、発表された論文か
ら評価しとりまとめたもの。

・１章 気候
（過去の気候変化の解析及び気候変化の予測）
・２章 陸上生態系への影響
・３章 農林水産業への影響
・４章 水文・水資源と水環境への影響
・５章 海洋環境への影響
・６章 社会基盤施設と社会経済への影響
・７章 健康への影響
・８章 影響の経済評価
・９章 温暖化影響の検知と漢詩
・１０章 適応、脆弱性評価

影響評価の取り組み①
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例２）２００７年３月

地球温暖化の影響 資料集
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/knowledge.html

我が国の農業、漁業、海面上昇、健康への影響に関する情報を、図表を主体と
してシンプルにとりまとめ。
・温暖化の基礎知識 ・海面上昇による影響
・農業・漁業への影響 ・健康への影響

影響評価の取り組み②

途

上

国

国

内

現場での効率的効果的な「賢い適応」適応研究の重要性

地球環境研究総合推進費（競争的
資金）の活用
○地球温暖化の社会科学的側面として
の適応の研究
・地域に即した影響予測
・影響予測の適応研究への反映
・個別事象に係る適応研究

温暖化した地球と共に生きていく時代温暖化した地球と共に生きていく時代

APN アジア太平洋・地球環境変動

研究ネットワークの活用

○途上国の科学者のキャパシティビル
ディング
○自らの国の将来影響を正しく理解し適
切な適応へつなげる。

知的支援

防災

健康

食料生産

品種改良、農地移転etc.インフラ e.g.堤防

日本国適応計画

多国間資金協力

二国間資金協力
途上国の現場

知的支援

知的基盤
環境と開発関係者間
のコンセンサス形成

生態系保全

地球環境研究総合推進費①地球環境研究総合推進費①

温暖化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検討のための温暖化影響総合
的評価に関する研究 （第 I 期 平成17～19年度 第 II 期 平成20～21年度）

戦略的研究開発領域戦略的研究開発領域 SS--44

・水資源・健康・農業・森林・沿岸域の分野別影響マップの提示
・温暖化影響の経済評価と適応策の検討 ・分野別影響の総合化による長期安定化目標の検討
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農業影響
・ 日本、中国、タイ、ベトナムの、

米生産量変動
・ 温暖化による食糧市場への影響

水資源影響
・ 広域洪水損害
・ 斜面災害リスク
・ 積雪水資源脆弱性

健康影響
・ 熱ストレス死亡リスク
・ 温暖化に伴う大気汚染
・ 節足動物媒介性感染症

森林影響
・ ブナ、モミ、ウラジロモミ、アオ
モリトドマツ、シラベの分布可能域の
推定

沿岸影響
・ 海面上昇による地盤変状予測
・ 海面上昇・台風襲来による

沿岸高潮リスクの評価

GHG排出量 気候安定化目標 気温上昇

2000 2050 2100 2000 2050 2100 21502000 2050 2100 2150

・ 県別・分野別影響の時系列表示
・ 金銭的指標による影響の総合評価

20

10

1100

900

700

500

3000

分野別温暖化影響評価

温暖化影響の経済評価・適応策の検討

温暖化影響の総合評価
（長期安定化目標の検討）

(GtCeq) (ppmv)

BaU(SRES-B2) GHG550ppmv安定化 GHG475ppmv安定化 対策が採られなかった場合、100
年後には白神山地にブナ林の分布
適地がほとんどなくなる。

影響関数
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○ 課題の目的

地球環境研究総合推進費②地球環境研究総合推進費②

環礁州島からなる島嶼国の持続可能な国土の維持に関する研究（平成15～19年度）

養浜砂

消波ブロック消波ブロック

（侵食の激しいところ）（侵食の激しいところ）

沿岸漂砂

地形モデルに基づく保全策の提案地形モデルに基づく保全策の提案

砂の供給源
エリア保全

人口構築物・
浚渫の制限

侵食侵食 →→ 堆積堆積 へへ

○ 保全策を現地政府に提言 地形の基本的構成要素とその形成過程を現地調査と衛星画像およびGIS
データの解析により明らかにし、生物による砂の生産とその移動、堆積過程を統合した地形モデルを構築。
上記モデルをはじめとする本課題の成果は、マーシャル諸島共和国の政策決定者へ、沿岸管理計画の

策定に対し重要な科学的知見として提供されている。

移動の場

堆積の場

○ 現状 環礁州島の平均標高は1.5ｍほどであり、温暖化による海面上昇で国土消失の危機にある。

○ 課題の目的 地形形成－生態プロセスの相互作用、人間居住－自然環境の相互作用に着目し、環礁州

島の維持機構の解明から、将来の環境変化に対する予測が可能な情報を構築すること。

有孔虫生産
15000 m3/yr

270m3/yr
370m3/yr

280m3/yr

170m3/yr

50m3/yr

堆積速度
400 m3/yr

ハビタットと生産ポテンシャル

330 m3/yr

実測値

生態系劣化

生産量が激減生産量が激減
砂供給不足砂供給不足→→浸食浸食

生産の場

移動の場

堆積の場

環礁州島地形モデル
（マーシャル諸島マジュロ環礁）
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アジア太平洋地球変動研究ネットワーク（ＡＰＮ）アジア太平洋地球変動研究ネットワーク（ＡＰＮ）

当該地域の２１ヶ国が参加する地球変動研究に対する競争的な研究資金を提供

する機関。

■公募型共同研究（１９９８～２００６年
度実績） １０５案件
※研究者数概ね３５０人以上

■キャパシティ・ビルディング型研究
（ ２００３～２００６年度実績） ３４案件

※研究者数概ね１００人以上

政府間会合（21ヶ国）

CAPaBLE
（能力開発）

公募型
共同研究

アジア各国の研究ニーズの把握に

より、計画的な研究を実施している。

環境省からは、約１億円を拠出。

【【ドナー国ドナー国】】
日本（環境省、兵庫県）、米国、日本（環境省、兵庫県）、米国、

オーストラリア、オーストラリア、NZNZ、韓国、韓国

科学企画グループ

適応分野における途上国支援適応分野における途上国支援

OECD、「開発援助への気候変動適応策の統合に関す
る閣僚宣言」 (2006年)

UNFCCC、「ナイロビ作業計画」(2006年)、適応基金

外務省、「気候変動への適応の分野における開発途
上国支援に関する提言」(2007年)

• MDBs、UNDP、UNEP等との連携

• 開発援助における適応の主流化

• 人口対策、資源管理、環境リスク管理、社会的適応力の強化など、分野横

断的・総合的な開発戦略の検討

• 適応力を強化する参加型の協力

ご静聴ありがとうございました。
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